
献
」
の
連
携
で
す
。
縦
軸
と
し
て
は
、
４
大
学
共
通
の
課
題
、
地
域

社
会
か
ら
の
要
請
に
そ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
大
学
の
使
命
で
あ
る
「
研
究
」
「
教
育
」
「
学
生
支
援
」

「
社
会
貢
献
」「
生
涯
学
習
」
の
各
フ
ェ
イ
ズ
に
お
い
て
有
効
に
機
能

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
と
し
て
は
、
「
ポ
ー
ア
イ
防
災
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
ポ
ー
ア
イ
健
康
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
連

携
は
、
神
戸
市
や
消
防
、
警
察
、
企
業
、
地
元
自
治
会
な
ど
の
協
力

関
係
の
上
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ポ
ー
ア
イ
４
大
学
連
携
事
業
は
、
一
〇
年
後
を
目
途

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
色
、
強
み
を
活
か
し
つ
つ
高
度
な
研
究
・

教
育
活
動
で
連
携
し
、
よ
り
効
率
の
よ
い
安
定
し
た
大
学
経
営
を
実

現
さ
せ
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
何
よ
り
も
４
大
学
の
学
生
が
こ
の
事
業
へ
の
参
画
を
と
お
し

て
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
構
築
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
横
軸
と
縦
軸
の
相
互
作
用

こ
の
横
軸
と
縦
軸
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
横
軸
の
整
備
に
よ
っ
て
縦
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図１

一
安
全
・
安
心
・
健
康
の
た
め
の
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

文
部
科
学
省
の
平
成
二
〇
年
度
「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」

の
第
一
号
に
、
神
戸
学
院
大
学
、
神
戸
女
子
大
学
、
兵
庫
医
療
大
学
、

神
戸
女
子
短
期
大
学
の
四
校
が
取
り
組
む
総
合
的
連
携
事
業
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
申
請
区
分
は
「
総
合
的
連
携
型
（
地
元
型
）
」
で
す
。

こ
の
４
大
学
が
、
神
戸
市
中
央
区
の
人
工
島
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

に
進
出
し
た
の
は
、
既
存
の
神
戸
女
子
大
学
、
神
戸
女
子
短
期
大
学

を
除
き
平
成
一
九
年
四
月
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
降
、
４
大
学
で
は

合
同
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
を
通
じ
て
連
携
を
深
め
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
て
新
た
な
連
携
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
４
大
学
の
位
置
図
は
図
１
の
と
お
り
で
す
。

二
本
事
業
の
概
要

こ
の
ポ
ー
ア
イ
４
大
学
連
携
は
、
立
地
条
件
や
各
大
学
の
利
点
を

活
か
す
こ
と
で
、
高
度
な
研
究
・
教
育
を
行
い
つ
つ
４
大
学
の
よ
り

効
率
の
よ
い
安
定
し
た
大
学
経
営
を
実
現
さ
せ
、
地
域
社
会
と
と
も

に
生
き
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
横
軸
と
縦
軸
と
い
う
二
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
成

り
、
横
軸
は
、
連
携
の
ベ
ー
ス
と
な
る
「
入
試
広
報
」
「
図
書
館
」

「
学
生
」
「
教
務
」
「
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
就
職
支
援
）
」
「
社
会
貢
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●
事
例
紹
介

●

ポ
ー
ア
イ
４
大
学
に
よ
る
連
携
事
業
か
ら
の
報
告

金
芳
外
城
雄

ポ
ー
ア
イ
４
大
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長

（
）

神
戸
学
院
大
学
「
防
災
・
社
会
貢
献
ユ
ニ
ッ
ト
」
教
授



さ
ら
に
そ
の
能
力
を
地
域
社
会
に
還
元
し
て
い
く
能
力
と
態
度
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
も
大
学
の
役
割
で
す
。
ま
た
、
神
戸
市
消
防
局
と

一
体
と
な
っ
て
市
民
救
命
士
講
習
に
も
学
生
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
資
格
を
取
得
し
て
、
広
く
学
校
や
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
講
習

も
実
施
し
、
年
間
二
千
人
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

来
を
担
う
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
育
を
展
開
し
て
お
り
、

地
元
小
学
校
な
ど
で
も
生
き
た
授
業
と
し
て
学
生
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

（
２
）
ポ
ー
ア
イ
健
康
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
は
「
健
康
・
生
活
支
援
」
で
す
。
健

康
に
関
し
て
は
、
強
み
の
あ
る
神
戸
女
子
大
学
、
兵
庫
医
療
大
学
、

神
戸
女
子
短
期
大
学
が
リ
ー
ド
し
つ
つ
、
４
大
学
の
学
生
に
自
ら
の

健
康
を
管
理
・
維
持
、
増
進
し
て
い
く
能
力
や
疾
病
の
予
防
な
ど
の

対
応
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
能
力
を
地
域
社
会
に

還
元
し
て
い
く
態
度
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
と
生
活
を
維
持
、
増
進
す
る
た
め
の
活
動

や
障
害
者
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
増
進
の
た
め
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
で
す
。
大
学
と
し
て
学
生
の
健
康
を
維
持
、
増

進
さ
せ
、
地
域
の
健
康
や
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
４
大

学
と
地
域
社
会
、
自
治
体
、
企
業
が
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

み
、
健
康
の
維
持
・
増
進
活
動
や
生
活
支
援
活
動
そ
し
て
病
気
の
予

防
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

神
戸
市
は
、
「
神
戸
２
０
１
０
消
防
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
重

点
プ
ラ
ン
と
し
て
「
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
防
災
力
を
高
め
る
プ
ラ

ン
」
を
推
し
進
め
て
お
り
、
大
学
に
よ
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の

消
防
団
活
動
に
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
神
戸
２
０
１
０

ビ
ジ
ョ
ン
豊
か
さ
創
造
都
市
こ
う
べ
」
の
な
か
で
「
健
康
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
を
掲
げ
、
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
支
援
を
目
指
し
て
お
り
、
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
で
の
推
進
に
つ
い
て
は
大
学
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
横
軸
と
縦
軸
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る
横
軸
の
整
備
に

よ
っ
て
縦
軸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
機
能
し
、
縦
軸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
す
る
過
程
で
横
軸
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
お
互
い
が

プ
ラ
ス
に
作
用
し
あ
い
な
が
ら
連
携
が
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
関
係

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
関
係
の
強
化
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
長
期
的

に
４
大
学
の
強
固
で
安
定
し
た
連
携
が
確
立
す
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す

四
横
軸
の
ベ
ー
ス
連
携

（
１
）
入
試
広
報
連
携

４
大
学
が
合
同
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
入
試
説
明
会
を
開
催
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軸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
機
能
し
、
縦
軸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す

る
過
程
で
横
軸
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
お
互
い
が
プ
ラ
ス
に

作
用
し
あ
い
な
が
ら
連
携
が
深
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
関
係
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
関
係
の
強
化
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
長
期
的
に
四
大
学

の
強
固
で
安
定
し
た
連
携
が
確
立
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

図
２
は
そ
の
関
連
図
で
す
。

（
１
）
ポ
ー
ア
イ
防
災
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
は
「
安
全
・
安
心
」
で
す
。
あ
の
阪

神
大
震
災
か
ら
一
四
年
に
な
る
被
災
地
神
戸
に
と
っ
て
は
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。
今
日
本
は
地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
位
置
す
る
大
学
と
し
て
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
共
に
助
け
合
い
、
い
の
ち
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
域
防
災
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
防
災
や
防
犯
を
得
意
分
野
と

す
る
神
戸
学
院
大
学
を
中
心
と
す
る
４
大
学
と
地
域
社
会
、
自
治
体
、

消
防
、
警
察
、
企
業
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
八
月
に
は
地
元
自
治
会
、
企
業
、

大
学
が
取
り
組
む
「
港
島
消
防
分
団
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
役
学

生
が
地
域
消
防
団
員
と
し
て
参
加
す
る
の
は
全
国
で
も
初
め
て
の
ケ
ー

ス
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
災
害
や
犯
罪
か
ら
自
分
の
身
を
守

る
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
大
学
の
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
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図２



（
２
）
健
康
・
生
活
支
援

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
、
市
民
啓
発
事
業
、
教
材
開
発
、
研
究
会

の
実
施

子
育
て
支
援
事
業
（
く
じ
ら
く
ら
ぶ
）
、
介
護
相
談
、
個
別
健
康

相
談
、
講
演
会
の
開
催

（
３
）
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

平
成
二
一
年
四
月
か
ら
以
下
の
一
〇
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
４
大

学
学
生
が
受
講
で
き
る
も
の
で
す
。

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
門
前
期
二
単
位

②
人
間
関
係
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
期
二
単
位

③
防
災
防
犯
入
門
前
期
二
単
位

④
防
災
防
犯
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
期
二
単
位

⑤
防
災
防
犯
指
導
論
実
習
後
期
一
単
位

⑥
地
域
連
携
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ

⑦
同
上
Ⅱ
・
・
・
前
・
後
期
で
各
一
単
位

⑧
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
入
門
前
期
二
単
位

⑨
健
康
づ
く
り
・
生
活
支
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
・
・
前
期
二
単
位

⑩
健
康
・
生
活
支
援
指
導
論
実
習
後
期
一
単
位

六
実
施
体
制
を
踏
ま
え
て

（
１
）
組
織

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
る
事
務
組
織
と
し
て
、

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
日
か
ら
「
ポ
ー
ア
イ
４
大
学

連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
そ
の
下
に
二
つ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
て
い
ま
す
（
図
３
）。

（
２
）
Y
es
W
e
ca
n
.

あ
の
大
震
災
か
ら
一
年
後
の
慰
霊
の
式
典
で
、
息

子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
お
父
さ
ん
が
「
I
a
m
.
I
ca
n
.」
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ポーアイ65歳大学・兵庫医療大学

くじらくらぶ・神戸女子大学

す
る
こ
と
で
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
大
学
群
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

形
成
し
、
受
験
生
に
対
し
て
都
市
共
生
型
大
学
の
利
点
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
図
書
館
連
携

４
大
学
の
各
図
書
館
は
、
相
互
利
用
す
る
こ
と
で
、
量
だ
け
で
は

な
く
多
分
野
に
わ
た
り
図
書
が
整
備
さ
れ
、
機
能
が
充
実
さ
れ
ま
す
。

（
３
）
学
生
支
援
連
携

４
大
学
合
同
に
よ
る
学
園
祭
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
、
学
生

団
体
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

（
４
）
教
務
連
携

教
養
科
目
は
合
同
で
開
設
し
、
４
大
学
合
同
に
よ
る
共
同
科
目
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
連
携

４
大
学
合
同
に
よ
る
就
職
対
策
講
座
・
就
職
説
明
会
の
開
催
、
資

格
対
策
講
座
の
実
施
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
合
同
で
実
施
す
る

こ
と
で
効
率
の
良
い
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。

（
６
）
社
会
貢
献
（
生
涯
学
習
）
連
携

４
大
学
合
同
に
よ
る
公
開
講
座
や
学
術
講
演
会
の
開
催
に
よ
り
、

４
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
さ
ら
に
関
係
自
治
体
・
経
済
団
体
等
の

も
つ
知
的
財
産
を
市
民
に
対
し
て
効
率
よ
く
提
供
で
き
、
地
域
と
と

も
に
生
き
る
大
学
群
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

五
縦
軸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携

（
１
）
安
全
・
安
心

市
民

救
命

士
講
習
会
、
防
災
教
育
教
材
開
発
や
小

中
学

校
の
授
業

展
開
、

宿
泊

訓
練
、

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
災

害
派

遣
医

療
チ
ー
ム
）
研

修
、

研
究
会
の
開
催
、
学
生

消
防
団
活

動
、
防
災

福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
、

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
活

動
な
ど
幅

広
く
防
災
・
防
犯
に
関
し
て
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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学生による市民救命士講習・
神戸学院大学



（
私
は
生
き
て
い
る
、
生
き
て
い
る
限
り
あ
な
た
の
夢
と
希
望
を
受

け
継
ぎ
ま
す
）
と
、
映
画
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル
の
一
場
面
を
想
定
し
た
言

葉
を
残
さ
れ
た
の
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
時
代
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
変
化
を
乗
り
こ
え
、

次
代
を
に
な
う
将
来
有
為
な
人
材
の
育
成
の
た
め
に
、
地
域
と
と
も

に
生
き
る
大
学
を
目
指
し
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

特集・大学間連携

大学と学生 2009.3 32

図３


	金芳1.pdf
	金2.pdf

